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	三菱造船、LNG燃料バンカリング船「KEYS Azalea」の 命名・進水式を下関で実施
	【「KEYS Azalea」命名・進水式の様子】
	松風丸 シップ・オブ・ザ・イヤー2022受賞！
	【松風丸】
	【表彰式の様子：写真右が大島造船所 山口副社長】
	2050年カーボンニュートラルに向けた CO2排出量削減ロードマップを初公開
	常石造船は6月1日、2050年のカーボンニュートラルの実現に向けたCO2排出量削減ロードマップを公表しました。
	【環境保全とサステナブルな社会の実現のため、カーボンニュートラルを目指す】
	ロードマップでは、これからの地球の環境保全とサステナブルな社会の実現のため、船舶の開発や建造だけにとどまらず、あらゆるアプローチでCO2排出量削減に取り組んでいくことを発表しました。2035年以降に建造する全ての船を重油専焼からデュアルフューエル（二元燃料焚き）船とすることも発表しました。加えて、我々はパラグアイに25,000haを超える森林資源を保有しており、これらをカーボンクレジット活用することも検討して参ります。これらの施策により、2050年までにカーボンニュートラルを実現します。
	当社はメタノール燃料船の研究にいち早く着手いたしました。今年に入り、メタノールデュアルフューエルのKAMSARMAX、TESS66 AEROLINEを相次いで発注頂いております。これらは、グリーンメタノールを使用することで、GHG排出量を限りなくゼロにすることができます。加えて、船型開発も継続しており、高い汎用性を維持しながらも従来よりも燃費性能を向上させ、航続距離を確保しております。当社のこの進化は今後も止まることなく、メタノール燃料はもちろん、アンモニアや水素など他の新燃料の研究開発も続けて参...
	「人々の暮らしを支える海上物流に必要な船を造ることが我々常石造船の使命。私たちが造った船が、地球環境を壊すものであってはいけない。よりよい未来の実現のため、当社が今できることに一つずつ取り組むことで、持続可能な社会の実現に貢献していく」とコメントしている通り、当社は環境対応におけるフロントランナーを目指し、これからもさらなる実用化を推進いたします。
	【2050年カーボンニュートラルに向けたCO2排出量削減ロードマップPR動画を制作】
	当社は、こうした脱炭素化に向けた取り組みを紹介するための動画を制作しています。常石工場の場内撮影ではドローンを飛ばしたり、ゴンドラを活用したりするなど、社員一丸となった体制で撮影を行いました。社長もメイクアップして撮影に臨み、当社の想いを語りました。PR動画、ぜひご覧下さい！
	丸亀事業本部の新社屋建設へ
	JMUオリジナル設計のSEP船引渡し
	当社は、2023年5月22日、横浜事業所磯子工場で、大林組殿（本社：東京都港区）及び東亜建設工業殿（本社：東京都新宿区）向けに建造していた自己昇降式作業台船(SEP船)“柏鶴(はっかく)”を引き渡しました。本紙72号で紹介した清水建設殿向けSEP船“BLUE　WIND”に引き続いて完工した船で、JMUとして3隻目のSEP船となります。
	これまでのJMU建造のSEP船は海外メーカーの基本設計と昇降装置を採用していますが、本船は全てJMUのオリジナル設計で、昇降装置は国内メーカーを採用していることが特徴の船となります。
	本船の建造に関しての一大イベントは疑いなく本船進水後のタイミングで船主殿の強い希望により実施した大規模仕様変更となります。この仕様変更は風車の大型化に適合するためにクレーンの仕様を大幅アップするなどの前例が無いもので、工期も2年以上延長となるものでしたが、それにも関わらずレグ製作、昇降装置及びクレーン搭載調整、昇降試験等の難関を関係者の創意工夫と多大なる尽力によって乗り切り、完工にこぎつけました。
	カーボンニュートラルで高い期待を背負う洋上風力の拡大にSEP船は不可欠ですので、本船はその発展に寄与するものと確信しています。
	【本船概要】
	主要寸法：全長88m x 幅40m x 深さ7m
	総トン数：9,000
	最大搭載人員：54
	レグ：70m
	メインクレーン：1,250t
	【SEP船「柏鶴」】
	【レグアップ】
	バージアンローダ船竣工について
	新来島サノヤス造船は、新造船事業として中型のバルクキャリア―を中心に建造していますが、特殊船(フェリーや作業船)も手掛けている、国内では数少ない造船所です。今回、2023年5月に竣工したバージアンローダ船「八洲丸(やしままる)」について紹介します。
	八洲丸は、船主様と当社が共同で計画し、当社が建造したバージアンローダ船です。バージアンローダ船とは、土運船に積載された土砂に海水を噴射し土砂を混ぜて泥水にし、泥水をポンプで吸い上げて埋立予定地で吐き出し、埋立地を造る海洋土木作業船です。将来地図に残る仕事をすることになります。
	バージアンローダ船の建造は当社にとっても初めてであったため、大きな挑戦でありました。まずは仕様イメージを膨らませるために参考となる船を視察したりして勉強をし、設計・建造中は、船主様がどういった船を要望しているかを確認・すり合わせるために何度も何度も打合せを重ねました。
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